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通期実績 対前年比（％） 対前年増減額

売 上 高 ４,７７５ １０２％ ＋１１５

ストック １,９６７ ９６％ △８０

フロウ １,９６７ １０３％ ＋５２

マーケティング ７８８ １３２％ ＋１９２

メディア ５４ ５２％ △４９

営 業 利 益 ４０７ ６５％ △２２２

経 常 利 益 ４０２ ６４％ △２２７

当 期 純 利 益 ２８６ ６８％ △１３５

※ 単位百万円、表示桁数未満を四捨五入

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ
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■ 事業テーマである「ＥＣ強化と人手不足を一気に解決」

その実現に向けた事業シフトに本年度は大きく投資

▶ 結果、マーケティング売上 伸長、ただし十分にあるマーケ
ティングニーズに対応できる体制は不十分

▶ ストック売上、システム市場 過当競争で全体の顧客店舗数
は減少、優良顧客店舗は増加（計画に織り込んでいる想定どおり）

▶ フロウ売上、全体の顧客店舗数は減少するも、1顧客店舗当
たりの売上は伸長し、売上は微増

▶ 体制強化に必要な人員増による人件費の増加、ＥＣ全般を総
合的に支援する企業としてのブランディング支出、原価率の
高いマーケティング売上比率の増加による費用増で減益
※これが期初から計画している意図した減益

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ
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優良顧客獲得への偏重、販売支援を行った結果

顧客店舗数は減少、顧客店舗業績増大へ

平成２９年３月期 決算説明資料 Page.５

※ 数値は、メインサービスのショップサーブ（大口店舗除く）となります
※ カッコ内の数値は事業全体となります

１１,５９０店
(１７，０１８店)

18期末 19期末17期末 18期 19期17期

【店舗数】 【1顧客店舗当たり業績】

△３９５店

△１,００１店 ＋９％成長

※ 表示桁数未満を四捨五入しています。

１２,９８６店
(１９，８６７店)

１２,５９１店
(１８，６８１店)

５７８万円
(４０７万円)

６３２万円
(４５１万円)

６９２万円
(４９５万円)

質へのシフト

＋９％成長
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マーケティングの成長が顕著に

ニーズに対する体制が不十分、体制強化を図る
[ 百万円 ]

※ 表示桁数未満を四捨五入しています。

16期

売上

17期 18期

売上 売上

15期

売上

19期

売上

32％増

マーケティングへの傾注と強化
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[ 百万円 ]
【 売上高と構成 】
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顧客ニーズの変化に伴い、
過去より事業シフトで成長を続けている

【売上高の構成比 】
[ ％ ]
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メディア

ＥＣ・フロウ

ＥＣ・ストック

レンタルサーバー

シ
ス
テ
ム

※ 表示桁数未満を四捨五入しています。

シ
ス
テ
ム

レンタルサーバー
↓
ＥＣ

ＥＣストック → ＥＣフロウ

ＥＣシステム
↓

(ＥＣ)マーケティング
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補足情報（貸借対照表）

将来の利益拡大を目的に意図した減益のため

1株当たり当期純利益、ROEともに前年度に比べ低下

[ 円 ]

【 1株当たり当期純利益・ROE 】
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13期 14期 15期 16期 17期 18期

※ 表示桁数未満を四捨五入しています。

13期 14期 15期 16期 17期 18期

[ 百万円 ]

【 貸借対照表 】
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法人税等や配当金の支払、借入金の返済するも、

キャッシュは比較的潤沢。
[ 百万円 ]

現預金残高
財務活動（△）
投資活動（△）
営業活動（＋）
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【 キャッシュフロー 】

※ 当事業年度において、影響排除した「顧客預り金」は 1,729百万円 になります。
また、当期間以前においても、「顧客預り金」と「定期預金」の影響を排除しております。

※ 表示桁数未満を四捨五入しています

17期15期14期13期 16期 18期
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自己株式取得

19期
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顧客ニーズに応え顧客売上高増を図る

■ マーケティングサービスへの傾注

▶ 営業の拡大（量ではなく質を追求）

ＥＣでのポテンシャルが見込める優良顧客の獲得

▶ 人員の育成強化

■ 通販システム開発強化

▶ スマホ向け機能改善、定期購入とリピート機能向上、

回遊転換の向上


